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　１．問題意識
　本研究は，大学の保育者養成課程における器楽演習
の授業に，即興演奏活動を取り入れる意義を模索する
ものである。
　筆者の勤務する大学では，保育者養成課程に在籍す
る学生の多くが，ピアノ初心者・初学者である。保育
者の資格取得を目指す学生は，保育実習までに器楽演
習Ⅰ・Ⅱの単位を取得する必要がある。器楽演習Ⅰ
は，バイエル中程度とそれに準じた弾き歌いができる
こと，器楽演習Ⅱは，バイエル終了程度とそれに準じ
た弾き歌いができることを目標に，１グループ６名程
度の個人レッスンで授業が進められた。授業カリキュ
ラムの目標は，保育園・幼稚園実習に通用する歌唱・
ピアノ演奏技術の習得である。
　表１に器楽演習Ⅰ・Ⅱの単位取得要件を示す。
　
	
　バイエル
中間（30） 60
　　選択 66
　　Ⅰ 期末(50) 59
　　抽選 65
72
中間（30） 78
　　選択 91
　　Ⅱ 期末(50) 98
　　抽選 100
102
あわてんぼうのサンタクロース
一年生になったら
うれしいひなまつり
さんぽ
弾き歌い
お花がわらった
山のおんがくか
とんぼのめがね
まつぼっくり
ゆき
おもいでのアルバム
表１：器楽演習Ⅰ・Ⅱの単位取得要件
　試験曲以外にバイエル10曲，弾き歌い10曲が練習教
材として提示されるが，特に器楽演習Ⅱでは，難易度
が急に上がり，初心者・初学者には無理のある内容
だった。その結果，試験に合格するために，試験課題
曲ばかりを長い期間練習することになり，途中で飽き
て練習しなくなる学生，ピアノ嫌いになる学生，そも
そも課題曲が難しくて練習できない学生がみられた。
器楽演習Ⅰは，筆者の担当する学生22名中５名不合格
（内３名は後期再履修して単位取得），器楽演習Ⅱは，
17名中10名不合格という結果で，2017年度前期に10名
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が再履修した。再履修生には，定期試験の直前にやっ
と課題曲が仕上がったが，試験で緊張して力を出せな
かった学生，課題曲６曲のうち一部弾けるようになっ
たが，抽選で弾けない曲が当たってしまった学生，練
習できず早々にあきらめてしまった学生がいる。その
ほとんどの学生は，程度の差はあれ，ピアノ嫌いであ
る。正しい姿勢で，正しい指使いで，正しい音を正し
いリズムで…つまり，楽譜を正確に再現することばか
りを課され，音楽の持つ楽しさを体験できずに，嫌々
授業に参加している様子が見られた。学習の最初の段
階で，彼らにとって難しいと感じる課題を課され，ピ
アノが嫌いになり，単位取得をあきらめざるを得ない
状況は問題である。初心者・初学者の学生にとって，
まずは楽しいと感じることのできる活動を通して，彼
らがピアノを好きになることが先決である。
　保育の現場で，ピアノは表現教育のひとつである音
楽活動を支える大事な役割を担う。ピアノは，保育者
自身が，生き生きとした自分の音楽を表現し，幼児の
自発的表現を受け止め，発展させるための手段であ
る。器楽演習の授業を通して，様々な音楽表現の在り
方に気づき，ピアノ演奏を楽しむために，バイエル課
題練習の合間に即興演奏活動の導入を試みた。活動後
のアンケート調査の結果から，その可能性について考
察する。
　次節では，即興演奏とはどのようなものであるかを
述べた後，幼稚園教育要領をレビューする。第３節で
は，授業で実施した即興演奏活動とアンケート調査に
ついて述べる。第４節では，学生の即興演奏の内容を
詳説し，アンケート調査の結果を提示し，それらのま
とめと考察を行う。
２．即興演奏活動導入の意義
　本節は，即興演奏について概観した後，幼稚園教育
要領をレビューすることにより，音楽表現教育の目指
すところを明らかにする。そして，即興的音楽活動が
保育の現場にどのように適応するかを検討し，保育者
養成課程における器楽演習の授業において，即興演奏
活動を行うことの意義について考察を行う。
２．１　即興演奏の特質
　即興演奏とは，楽譜に書かれた音を再現するので
はなく，作曲と演奏を同時に行うことである。Nettl	
（1998）に，その学問的定義を見ることができ，「音楽
作りの基になる行為」，「演奏と同時に生じるアイデ
アと，それを音楽として実際に音に表すことから成
る」，「草稿や下書き，記録の援助なしに，自発的に音
楽を演奏する技術」，「演奏過程における音楽の創造」
（p.10-12，邦訳は筆者）と書かれている。
　現在，様々なジャンルの音楽で，即興演奏が行われ
ている。音楽教育の場でも，指導要領等に即興的・創
造的音楽活動を行うことが明示されている。それにも
かかわらず，ほとんど行われていない理由の１つと
して，日本の学校音楽教育が手本とする西洋芸術音
楽の価値観の中に，即興演奏に対して，準備の要らな
いもの／熟慮を要しないもの／全くその場限りの活
動／軽薄で非論理的で，計画やメソードを欠いたもの
（Bailey，1981）という見方があり，教育に用いるメ
ソッドとして不適切であるという捉え方が多少なりと
もあるためではないだろうか。
　近年，即興演奏に関する研究が盛んに行われるよう
になり，即興演奏は「幅広い作曲の知識，理論，演奏
技術，理論を素早く実践に結びつける能力，想像力，
記憶力，注意力などを必要とする」（Pressing，1984，
p.353，邦訳は筆者）ことが，周知されるようになっ
てきた。Sawyer（2007）は，楽譜を再現することよ
りも即興的実践を音楽教育の中心にするべきだと主張
している。それは，即興的実践からは，①丸暗記では
ない，深い概念的理解，②統合的知識，③新しい問題
に上手く対処する能力，④協働的技能，を得ること
ができ，将来，学生が様々な分野で活躍する際，そ
れらが精神的な構造とプロセスの基礎になると，認知
科学の研究が明らかにしているためである（Sawyer，
2007，邦訳は筆者）。
　即興演奏は，その時その場の音を深く聴き，瞬時に
自分が出したい音，出すべき音を判断して行う演奏の
連続である。その瞬間に過去を記憶しつつ，現在に深
く集中して演奏しなければならない。無から音を生み
出すためには，再現演奏とは質の異なる精神的エネル
ギー−創造力−が必要だ。自分の演奏に価値を見出せ
るか否かという点も，演奏が成立するための重要なポ
イントである。
　即興演奏は，多くの場合，グループで行われるが，
その演奏内容をメンバー間の対話と捉えて分析する研
究が多く見られる。自分の表現を他者と共有し，他者
の表現を聴きながら自分の表現を決定するプロセス
は，他者との調和を模索すると同時に，瞬間の自分の
存在を確認し，アピールすることでもある。
　伝統的な慣習に則った即興は別にして，いわゆる自
由即興では，何をどのように演奏しても，それが自己
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表現として受け入れられ，演奏として成立する。ピア
ノ初心者・初学者も，自由即興の枠組みでは，彼らな
りにピアノを介して自己表現することが可能である。
「正しい指使いで，正しいリズムで，正しい音を」と
いうことは求められない。それよりも内容，イメー
ジ，創造力の方が注目されるのである。
２．２　幼稚園教育要領・領域〈表現〉における音楽
　幼稚園教育要領は，1956年に告示されて以来５回の
改訂を経て，今回2017年３月告示の第６次幼稚園教育
要領となった。
　第１次幼稚園教育要領（1956），第２次幼稚園教育
要領（1964）における〈音楽リズム〉の内容は，①歌
唱と楽器演奏，②音楽に合わせた身体表現，③音楽を
聞くこと，④即興的に歌い，楽器を演奏すること，か
ら成り，①では，無理のない範囲で，音楽についての
基礎的な技能や感覚を養うことが目標に掲げられて
いる。③については，できるだけ優れた音楽に接する
ようにという記述がみられる。井口（1983）は，能
力目標的な記述が多く，幼児の心情的な成長に関わ
る表記が少ないことを問題点として挙げている。石
川（2013）は，幼児の音に対する感性や興味を養うと
いう視点に欠け，小学校の音楽教科指導の準備である
かのようだと述べている。確かに，①，③の細目は，
「のびのびとした表現活動を通して創造性を豊かにす
ること」（1964年版第１章１基本方針５）という〈音
楽リズム〉の大目標とは矛盾しているようだが，上記
の④をみると，幼児が感じたこと，考えたことを自由
に表現し，それを友達と共有する活動が示されてい
る。この時すでに，保育の現場で即興的な音楽活動，
身体活動を行うことが掲げられていたのである。では
実際に，内容①，②，③と同じように④が保育の現場
で展開されていただろうか。一時期，創造的・即興的
音楽活動のメソッドとして，ダルクローズ＝リトミッ
ク教育，オルフ＝シュールベルク，コダーイ＝メソッ
ドが日本の教育現場に導入されたが，定着することは
なかった（山本，2006a）。その当時から，保育者を養
成する大学のカリキュラムに即興演奏は取り入れられ
ず，そのようなメソッドを実践できる保育者が育たな
かったことが，即興的音楽活動がほとんど実践されな
い理由の１つとして考えられる（山本，2006a）。その
為，④の活動は，現在に至るまであまり行われてこな
かったものと推察される。
　1989年，第３次幼稚園教育要領が告示され，〈音楽
リズム〉は〈表現〉と改められた。それは，音楽的表
現，身体的表現，造形的表現を含み，教えられて学習
する，あるいは模倣するスタイルではなく，「幼児が
自ら意欲をもって環境とかかわることによりつくり出
される具体的な活動」（1989年版幼稚園教育要領）を
中心に保育を行うことを掲げている。〈表現〉は，「豊
かな感性を育て，感じたことや考えたことを表現する
意欲を養い，創造牲を豊かにする」（1989年版幼稚園
教育要領）ための活動であり，音楽に関しては，楽譜
に書かれた音楽作品の再現に主眼を置くのではなく，
幼児の自発的音楽活動を中心にするべきで，保育者
は，幼児の音楽を理解し，受け止め，さらに「感性，
創造性を育む」（1989年版幼稚園教育要領）活動へと
展開させなければならない。
　この後，1998年，2008年の改訂を経て，2017年３
月，第６次幼稚園教育要領が告示された。〈表現〉の
ねらいと内容は，概ね1989年の幼稚園教育要領を踏襲
している。現行の2008年版における活動内容は，（１）	
生活の中で様々な音，色，形，手触り，動き	などに
気付いたり，感じたりするなどして楽しむ，（２）	生
活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イ
メージを豊かにする，（３）	様々な出来事の中で，感
動したことを伝え合う楽しさを味わう，（４）	感じた
こと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，
自由にかいたり，つくったりなどする，（５）	いろい
ろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ，（６）	音楽に親し
み，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなど
する楽しさを味わう，（７）	かいたり，つくったりす
ることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどす
る，（８）	自分のイメージを動きや言葉などで表現し
たり，演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう，で
ある。しかし，活動の具体的内容は曖昧で，実施内容
は各園に任されており，第１次，第２次幼稚園教育要
領以来そのまま技術教授型の園もあれば，幼児の主体
的活動をどのように援助したら良いのかわからず，た
だ見守るだけの園も多くあった（森本・川上，2008）。
また，幼児の自発的音楽活動の内容と，保育者が行っ
てきた音楽活動のギャップのために，自由遊びを中心
に保育を行っている幼稚園では，ほとんど音楽活動を
行わなくなってしまったという（大山，1996）。
　第６次幼稚園教育要領（2017年）は「幼稚園教育に
おいて育みたい資質・能力及び幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」（第１章第２）を明記している。そ
の中の「３．（10）豊かな感性と表現」の項目では，
「心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，
様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，感じた
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ことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表
現する過程を楽しんだりし，表現する喜びを味わい，
意欲をもつようになる」ことが記され，その為に，
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ教育
課程を編成し，その実施状況を評価して改善を図って
いくこと」（第１章第３，１教育課程の役割）が述べら
れている。楽器演奏のための技術的指導を音楽的活動
の中心とした保育，あるいは，環境によって生じる幼
児の自発的活動を重視した結果，幼児の活動を見守る
ことが中心となった保育，その両者による教育の質の
低下を改善することが，今回の改訂のポイントではな
いだろうか。
　田崎（2015）は，これからの保育者には，音楽を用
いた療育で行われているような，幼児の自発的音楽表
現に音楽で応答できる能力が必要だと述べている。幼
児の自発的音楽表現に応答する音楽，それは，保育者
の即興的音楽である。その時，その場に，その幼児に
相応しい音楽的表現で応答することが，幼児の表現を
受け止め，援助することになる。従って，保育者にな
ることを志す学生は，既成曲を再現するための技術だ
けではなく，即興演奏のための技術も習得する必要が
ある。
３．方法
　2017年度前期器楽演習Ⅱ再履修者15名に，即興演奏
を依頼し，その後アンケート調査を実施した。15名は
グループA（６名）とグループB（９名）に分かれて
いる。
３．１　協力者
　グループA：	器楽演習Ⅱ再履修学生４名，初めて履
修する学生２名。全員ピアノ初心者。
　　　　　　	楽譜が読めると回答した学生は１名。
１週間に１～２日，30～60分または１
時間以上の練習をしている。４名は前
年度，試験課題曲をひととおり読譜
し，練習している。
　グループB：	器楽演習Ⅱ再履修学生７名，初めて履
修する学生２名。１名入学前に１年間
ピアノを習っており，８名がピアノ初
心者（内１名は他の楽器を演奏してい
る）。楽譜が読めると回答した学生は
２名。全く練習しないと回答した学生
が５名，１週間に１～２日練習すると
回答した学生は４名である。前年度に
試験課題曲をひととおり読譜し，練習
した学生は１名だけである。
３．２　依頼した即興演奏とアンケート調査
３．２．１　即興課題
　表２は，即興演奏活動の概要である。背景となるリ
ズム，コード進行などを示した。
 
バイエル
① 91番
② 98番
③ 100番
④ 102番
1楽しみ 2悲しみ 3怒り ４なつかしさ
５おどろき ６おだやか ７眠気 ８緊張感
９さわがしさ から表現することを選び、左右
1本ずつの指を使ってピアノで自由に表現する。
実施した即興演奏活動
リズム：８ビート
伴奏：ピアノのみ
コード進行：G♭M7→E♭ｍ７→C♭M７→D♭７
リズム：ジャズワルツ
伴奏：キーボードの自動伴奏
コード進行：B♭→F→C7→F
リズム：サンバ
伴奏：キーボードの自動伴奏
コード進行：CM7→Am7→FM7→G7
リズム：８ビート
伴奏：キーボードの自動伴奏
コード進行：F→C→Am→G
表２：即興演奏の方法
　①は，４回目の授業，バイエル91番導入時に行った
即興課題で，ピアノの黒鍵５音を使って４小節即興演
奏する。五音音階という１つの旋法を用いて即興演奏
を行い，♭ソから始めると明るい感じになり，♭ミか
ら始めると暗い感じになる。白鍵よりも上に出ている
黒鍵は，拳や腕で音を出すこともでき，どのように鍵
盤を押さえても音がぶつからず，きれいに聞こえる。
コード進行は，［G♭M7→E♭ｍ7→C♭M7→D♭7］，
図１の伴奏形を筆者が繰り返し演奏し，１人ずつ順番
に演奏した。
図１：①のコード伴奏形
　②は，７回目の授業，バイエル98番導入時におこ
なった即興課題である。１題目はバイエル98番後半の
左手伴奏音型の練習を兼ねた課題で，楽譜に書かれた
音符だけを繰り返し練習するよりも，創造的にできる
のではないかと考え，実践した。①の時に，黒鍵で行
｀り・』「fs「、fP Irts rl―戸
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う即興演奏を経験しているため，今度は〔白鍵＋♭シ
（98番はヘ長調の曲）〕を使った課題にした。リズムは
98番が３拍子であるため，自動伴奏のジャズワルツを
用いた。図２の伴奏形を皆で演奏し，１人ずつ右手で
即興演奏を行った。
図２：②１題目の伴奏形
　２題目は，コード進行〔CM7→Am7→FM7→G7〕，
サンバのリズムの自動演奏を背景に，白鍵を自由に弾
くという課題である。コードの進行の仕方は①の課題
と同じである。
　③は，10回目の授業，バイエル100番導入時に行っ
た即興課題である。Exileの‘Rising	Sun’のコード
進行〔F→C→Am→G〕とリズムを背景に，１人８小
節の即興演奏活動を行った。学生がよく知っている曲
の背景を使うことにより楽しさが増すと考えた。歌の
メロディーや音源の伴奏に含まれる図３右手の音型を
予め練習した後，順番に演奏した。
図３：右手の音型
　④は，13回目の授業，バイエル102番導入時に行っ
た即興演奏である。１楽しみ，２悲しみ，３怒り，４
なつかしさ，５おどろき，６おだやか，７眠気，８緊
張感，９さわがしさ，から表現したいと思う言葉を選
んで，左右１本ずつの指を使って，自由に演奏しても
らった。グループAは，予め何を表現するか選んでか
ら，時間を決めずに演奏した。グループBは，学生の
演奏から何を表現したか筆者が当てるというやり方に
変わり，演奏時間を30秒間と設定した。
３．２．２　アンケート調査内容
　以下，実施したアンケート項目である。
　a　	④の活動はどうでしたか。（おもしろかった／戸
惑った／退屈した／難しかった　から選択）　
　b　④の即興は上手くできましたか。
　c　	①～③の活動と④の活動は，どちらがやりやす
かったですか。
　d　	このような活動は保育者になったときに役に立
つと思いますか。
　e　	授業にこのような活動を導入することについて
どう思いますか。（賛成／反対／どちらでもない	
から選択）
　f　	即興演奏活動を取り入れたことによる　良かっ
た点／悪かった点　を教えてください。（自由記
述）
　①～③は，まず，即興演奏してみることを目標に，
学生に馴染みのある音楽的背景を設定した。④は，学
生が即興演奏することに慣れたという前提のもと，
〈表現〉にこだわった課題を試みた。従って，①～③
と④は，目的，活動の内容が異なる。a，b，c	は、①
～③と④を比較し，今後の即興演奏活動の内容を考え
る上で参考にするための設問である。e，f	では，即
興演奏活動を授業に導入することについて賛否を問う
た。ただ，f	は自由記述であったため，当を得た回答
が少なかった。
４．結果とまとめ
４．１　学生の即興演奏
図４：①の課題における学生の即興演奏
ア
ィ
工
ォ
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　図４は，①の課題における五人の学生の即興演奏で
ある。アは，３連符を用い，拍のタイミングよりも遅
れて演奏された。１段目のおさめ方，２段目最初の休
符の入り方，そして，♭ラに音域を拡げた点が絶妙で
ある。イは，メロディアスで上手く構成されている。
ウは，３，４拍目の同じ重音を繰り返す中に，変化を
付けようとする演奏者の創意工夫が見られる。エは，
同じ音型の繰り返しになっている。失敗しないように
という演奏者の慎重さ，生真面目さがうかがえる。オ
は，１拍目，左手で演奏された♭ソがその後，効果的
に現れ，まとまりのあるおもしろい演奏になってい
る。
　黒鍵を用いた即興は，容易にJ-pop風のメロディー
を演奏することが出来，学生は楽しんでいる様子で
あった。
　
　
　
　
　
　
図５：②２題目の課題における学生の即興演奏
　②の１題目の課題は，結果を記譜できなかった。
　図５は，②の２題目の課題における四人の学生の
即興演奏である。カは，サンバのリズムとの一体感
が見事である。また，CM7，FM7のところで，メロ
ディーはシから始まっていて，音に対するセンスが進
歩的である。キは，各小節ともコードトーンを格好良
く外している。音型の統一感，下行，上行してクレッ
シェンドをかけながら重音でフレーズを終えている
点が素晴らしい。クは，１，３小節目が同じ音使いで
まとめられ，４小節目G7で他の３例に比べ，CM7に
戻った感じが強い。ケは，リズムの統一感，節回しの
洗練された感じなど，まるで作曲されたかのようであ
る。
　白鍵は７つあるため，①の活動よりも伴奏に合わな
いと感じる場面が多くあった。カ，キ，クはすべて最
初のCM7のメロディーが，Fの位置で弾かれていた点
が新鮮である。
　
　
図６：③の課題における学生の即興演奏
　図６は，③の課題における三人の学生の即興演奏で
ある。サは，１，２小節目と３，４小節目のリズムの繰
り返し，２段目のシンコペーションの繰り返し，ファ
を中心に上下するメロディーの不思議な感じがとても
良い。シは，１小節２つの音だがコード進行に沿って
連続性があり，その中で後半シンコペーションを入れ
るなど工夫が見られる。スは，前半伴奏のコードを無
視した形で進むが，良くまとまり，後半の右手の前奏
のように感じられる。両手奏にチャレンジした点が大
変意欲的である。
　③のコード進行は，①②のコード進行に比べると，
次のコードに進行する必然性があるとはいえない。原
曲では歌のメロディーがあるため自然な進行に聞こえ
るが，コード進行だけをみると，即興の背景としては
①②のコード進行よりもかなり難しい。
?
シ
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ヵユ
キ
?
」
?
? ＾ 
全
芦竺~Uluごwr,w-IA 
ツ-.
23
図７：④の課題における学生の即興演奏
　図７は，④の課題における三人の学生の即興演奏で
ある。タは，６おだやか　を表現している。ペダルを
踏みながらゆっくりと演奏され，音色も響きもおだや
かさを表現できていた。チは，１楽しみ　を表現して
いる。採譜すると複雑な譜割となるが，楽しみを表現
するためにテンポに揺れがあり，とても可愛らしい演
奏であった。ツは，２悲しみ　を表現している。演奏
は楽譜の後もしばらく続いた。一貫してこのリズムと
音の動きが守られ，うつろな中に意志の強さが感じら
れた。　
　課題を説明したときには，そんな面倒なことはした
くないという雰囲気だったが，最初の学生が演奏した
後は，皆真剣に考えて演奏した。また，この活動の
間，どんなアイデアで演奏するのか，学生はお互いの
演奏を興味深く聞き合い，楽しんでいる様子であっ
た。
　以上，採譜できた演奏を振り返った。これらは，ピ
アノ初心者の即興演奏として，とてもよくできた演奏
である。ただし，全員がこのように弾いたわけではな
いことを，つけ加えなければならない。
４．２　アンケート調査結果と考察
　a	～f	のアンケートに対する回答を以下にまとめる。
　a	について，おもしろかったと回答した学生が10
名，戸惑ったという学生は４名だった。前者は，完全
に自由に弾くことが出来るプロセスに満足したのだろ
う。後者は，鳴った音の無秩序さに戸惑ったのではな
いか。
　b	について，14名全員が上手く演奏できたと回答し
た。これは，楽譜通りに弾かなければならないバイエ
ル課題曲の演奏と比較してのことではないか。もっと
も，一生懸命表現しようと取り組んだ真剣な演奏が，
たくさんあった。
　c	 について，３名が①～③の活動，10名が④の活
動，１名はどちらも演奏しにくかった　と回答した。
③の活動で，‘Rising	Sun’だとすぐにわかった学生
が，①～③の活動の方が演奏しやすかったと回答して
いる点は興味深い。
　d	について，14名が「役に立つと思う」と回答して
いる（１名は欠席）。学生は，幼稚園における表現教
育について学んでおり，このような活動が保育の現場
で行われている，あるいは行われるべきであると理解
していることがわかった。
　e	について，10名が賛成，５名が賛成／反対のどち
らでもないと回答した。直接，単位取得，成績には関
係のない活動であり，協力した学生のほとんどは，進
度に時間的余裕がなかった。筆者の課題提示，演奏依
頼の仕方が悪く，十分に研究の意図が伝わらず，②の
活動で挫折しそうになった。気を取り直し，再度概要
を説明し，依頼したときに，「自分たちには関係ない」
「（自分たちのような弾けない学生の演奏で）意味があ
るのか」といった声が聞かれた。それでも，このよう
な活動の導入に賛成する学生が過半数いたことは，活
動に意味があったと考えて良いのではないだろうか。
　f	について，自由記述であったため，当を得た回答
はわずかだが，悪かった点として「年を取るにつれ，
恥ずかしいと思うから，弾かなくなってくる。他人の
演奏が良くて自分の演奏が嫌に聞こえる」とあった。
これは，クラシックピアノを長年練習した人が，なか
なか即興演奏をしない，できないということと似てい
る。楽譜は，偉大な作曲家が熟考の末書いたもので
ある。ピアニストは長い時間をかけて練習し，作品を
再現する。そのようにして生まれる音楽と，その時そ
の場でなんとなく弾く即興演奏が同じであるはずがな
い。余りにも粗末な自分の即興演奏に嫌気がさし，弾
かなくなる。しかし，筆者は，出てきた音が問題なの
ではなく，音を使って自分を表現するプロセスが大事
であると主張したい。人の演奏と比べるものではな
く，表現するプロセスを楽しむことが重要である。
　良かった点として，「正解も不正解もない，笑われ
ることもない，その人の音だと思いました」「考えて
即興で弾くのは難しかったが，回数を重ねるうちに
楽しくなって，上手くできることもあって良かった」
「楽譜通りに弾く以外のピアノの使い方を知ることが
できて，子どもに曲を聞かせたり，演奏することだけ
ではなく，ピアノの違った楽しみ方を教えたり，表現
する力をつけることができると思った」という回答が
あった。これらは，即興演奏の本質に言及したコメン
トで，特に，「楽譜通りに弾く以外のピアノの使い方
を知ることができ…中略…表現する力をつけることが
できると思った」は，即興演奏活動を導入する根拠の
ひとつと考えられる。
４．３　今後の課題
　今回，活動内容を十分吟味したとは言えず，よい即
興課題を考案することが出来なかった。即興演奏に
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は，何らかのジャンルのイディオムの中で行われるも
のと，「フリーインプロビゼーション（自由即興）」と
いい，イディオム，ルールのないものがある。後者
は，楽器初心者にも容易な枠組みだが，「何でもよい」
という完全な自由は，演奏する意味を曖昧にしてしま
う。今回の④の活動は，「フリーインプロビゼーショ
ン」の枠組みで行われたが，言葉を表現するという目
的を示した。そして，①～③の活動で，楽譜によらな
い演奏を，十分とはいえないが経験した。まず，学生
に馴染みのあるJ-popの枠組みで活動を始めたことは，
良かったのではないかと思われる。しかし，②，③の
活動では，①の活動が概ね成功したため，急に難しい
ことを課してしまった。②，③の活動も，長さ／リズ
ム／音色／楽器，に変更を加えながら，基本的には①
の方法を継続するべきだったのではないかと考える。
ある枠組みによる即興演奏は，その音楽に十分馴染ん
でいなければ，上手くいかないことが多い。J-popを
どの程度感覚的に身に付けているのか疑問を抱かざる
を得ない演奏もみられた。
　学生の音楽的な満足を考え，①～③の即興演奏導入
活動となったが，最初は１音だけの即興，次に２音か
ら成る即興…という展開の方が良かったのかもしれな
い。④の活動は，実際の保育の現場のための内容であ
る。今回は抽象的な言葉だったが，保育の現場では，
幼児に馴染みのある動物や出来事（遊び，喧嘩，花
火，祭，運動会，雷，大雨など）を楽器で表現する活
動にしてはどうだろうか。
　保育の現場で，幼児の自発的な音楽表現に応答する
ために，即興的音楽活動が効果的である。保育者がそ
れを行うためには，そのための訓練が必要である。今
後，器楽演習の授業における即興演奏活動の内容は，
もっと熟考されなければならない。引き続き，学生の
協力を得ながら，ピアノ初心者・初学者のピアノ学習
に役立ち，保育の現場に有用な即興演奏による活動の
可能性を模索したい。
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